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研究成果の概要（和文）：これまで継承されてきた「熟練技能」の評価基準が大きく変容しており、新たな熟練
技能の継承問題が生まれている。このため、国際大会で日本選手が6大会連続で金メダルを獲得している情報配
線施工職種の職業能力開発プログラムを詳細に分析、そのノウハウを明らかにし、一般モデル化した。これを複
数の他職種における実際の国際大会の選手育成に適用して、検証した。そのうえで、国際的評価基準に適合した
熟練技能の作業要素を抽出する等、新たな熟練技能に対応した職業能力開発プログラムの要件を定義した。

研究成果の概要（英文）：The evaluation criteria for "highly skill" that have been inherited so far 
have been largely transformed, and a new problem of inheriting skilled skills has emerged. For this 
reason, we analyzed in detail the vocational ability development program of the information wiring 
construction type in which Japanese players have won gold medals for six consecutive games in the 
international competition, clarified their know-how, and made a general model. We applied this to 
player training of actual international competitions in several other types of occupation and 
verified it. After that, the requirements of the vocational ability development program 
corresponding to the new skill were defined, such as extracting the work element of the skill that 
conforms to the international evaluation criteria.

研究分野：技能訓練
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研究成果の学術的意義や社会的意義
対象とする情報配線施工職種は我が国が世界をリードする分野の一つであり、国際大会で6連覇というどの国も
どの職種も成し得ていない好事例を分析し明らかにすることは、真に必要とされうる新たな熟練技能の職業能力
開発プログラムを構築するうえで非常に重要である。
国際大会の日本選手の成績向上策、当該職種の更なる連覇かつ他職種の金メダル数の増加の要因、ともなり、日
本のものづくり産業の国際競争力の強化に繋がる。
本研究では、複数の職種、事業所への調査により熟練技能者育成の問題点を探求する。これは、先行研究で行わ
れてきた他職種や他手法による学術的な熟練技能者継承の取り組みの不足点を補う可能性がある。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国のものづくり産業の競争優位性の源泉として広く認知されている熟練技能を効果的に

継承支援するための職業能力開発プログラムの要件を明らかにすることは非常に重要であり，

そのための調査研究は喫緊の課題である．この明らかにすべき要件は，熟練技能を 1:何を使っ
て，2:いつ，どこで，3:何を，4:どのような指導法で，5:どのような仕組みで継承するのか，で
ある． 
 これら当該分野における学術的な研究の成果は，十分とはいえない．また，先行研究におい

ても，従来の熟練技能に焦点をあて調査研究しており，IT化やグローバル化によるものづくり
の変容のなかで，熟練技能者の果たすべき役割も高度化し，「複雑化した複数の作業に熟練し，

システムを使いこなす」といった現在，真に必要とされうる新たな熟練技能の要素が必要にな

ってきている変化点が見逃されていた． 
 
２．研究の目的 
ものづくりのグローバル化の中で，これまで継承されてきた「熟練技能」の評価基準が大きく

変容しており，新たな熟練技能の継承問題が生まれている．これを解決しうる新たな職業能力

開発プログラムの要件を定義し，卓越した熟練技能者の国際的な競技大会である技能五輪国際

大会（以下，国際大会）で実証することが本研究の目的である．このため，国際大会で日本選

手が 6大会連続で金メダルを獲得している情報配線施工職種の職業能力開発プログラムを詳細
に分析，そのノウハウを明らかにし，一般モデル化する．これを複数の他職種における実際の

国際大会の選手育成に適用して，検証を行う．そのうえで，国際的評価基準に適合した熟練技

能の作業要素を抽出する等，新たな熟練技能に対応した職業能力開発プログラムの要件を定義

していくことが本研究の目的である． 
 
３．研究の方法 
 本研究は，基本的に「聞き取り調査」，「分析」，「モデル構築」，「検証」，「評価・まとめ」の

流れで行った． 
STEP1：聞き取り調査と分析 
(1)情報配線施工職種－モデル職種－の調査と分析 
 国際大会の情報配線施工職種で金メダルを獲得してきた事業所（（株）協和エクシオ，（株）

きんでん）をモデル職種とし，聞き取り調査により職業能力開発プログラムの詳細な分析を行

うとともに，一般モデル化のための要件定義を行った．調査は，聞き取り方式，アンケート方

式及びWebを活用した方式を併用した． 
(2)他職種の調査と分析 
 モデル職種以外の他職種の調査を国際大会出場事業所，その事業所に所属する熟練技能者及

び指導者を対象にアンケート形式で行った．職種間の熟練技能の考え方の相違や熟練技能者の

育成のための要件の違いの把握のため，以下，選定基準のもと，複数事業所，複数職種（成績

を加味）を対象に調査した． 
STEP2：分析 
分析は，STEP1をもとに次の項目を行う． 
 (1)国際標準を意識したものづくり熟練技能の作業要素の抽出 
 国際大会の職種定義，評価基準を過去 7 大会（2003 年～）まで遡り分析した．また，技能
五輪全国大会の評価基準を分析し，過去から現在までのものづくり熟練技能の作業要素の変遷

と，我が国と国際的な熟練技能の作業要素の違い，真に評価される熟練技能の作業要素を明ら

かにした． 
(2)各職業能力評価制度の評価項目の分析と関連度比較 
 技能検定，職業能力評価基準及び技能五輪全国大会の評価項目を分析し，それらがいかに関

連づけられているのか，(1)の作業要素との関連度合はどれくらいか，などを解析した． 
(3)職業能力開発プログラムの分析と開発 
・(1)で調査した熟練技能の作業要素を実際の国際大会の指導においてどの程度，どのような方
法で取り入れているのか探り，それが大会の成績とどのような相関があるのかを解析した． 
・モデル職種の技能五輪選手約 30名に対する熟練技能の指導を継続的に（2年）観察・調査し，
初級技能者～中級技能者（技能五輪全国大会出場）～熟練技能者（国際大会出場）間の熟練技



能の習得過程を追い，指導における情報の認知負荷軽減方略による効果的な指導法を確立した． 
・新たな熟練作業，つまり複雑化した複数の作業の分析のため，作業分析ソフトやモーション

キャプチャソフトを用いて，その技を形式知化した． 
STEP3モデル構築 
 STEP2で得た結果をもとに，新たな熟練技能を効果的に継承するための職業能力開発プログ
ラムの要件を定義し，モデル構築を行った． 
STEP4検証 
 STEP3で得たモデルを実際に第 44回国際大会の選手育成の職業能力開発プログラムとして
適用し，その効果を検証した． 
STEP5評価・まとめ 
 STEP4 での検証結果をもとに本研究での新たな職業能力開発プログラムの要件整理を行っ
た． 
  
４．研究成果 
 なぜ情報配線施工職種は国際大会で例をみない好成績を残し続けているのか，その理由を職

業能力開発プログラムの要件と共に明らかにした．この過程において，現在の熟練技能の職業

能力開発プログラムの問題点，国際的な評価基準に合致した熟練技能とは何か，を考察した．

特に，日本が得意としてきた技能者の「技の精度・緻密さ・正確さ」はあまり重要視されず，

むしろ，積極的に ICTや自動機械を使用して複合的に職務を行う技能，が求められていること
を明らかにし，これを新しい熟練技能の形として「グローバル型熟練技能」と定義して，職種

によっては，国際的な職業能力評価基準により技能の活用する領域を広げ一職種長期訓練から

脱却しなければいけない必要性を明らかにした．また，熟練技能の熟達過程を認知科学の面か

ら解析し，「技能者の熟達度の向上にはコンダクト・スキル（自分を理解し，動作を自己制御す

るための心理的技能）が大きく影響しており，熟練技能指導には被訓練者の技能習得レベルと

相まった段階的負荷開放指導法（図 1）が効果的であることを示した． 

 
図 1 段階的負荷開放指導法 

 これらのことから，要件をモデル化し，新たな熟練技能継承のための職業能力開発プログラ

ムの要件定義を行った．これにより，国際大会で勝てる熟練技能者，世界一の技能者の育成法，

を明らかにした．そのうえで，実際に技能五輪国際大会に出場する全職種のエキスパート，指

導者，選手の育成プログラムを開発し，実施している． 
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